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【目的】
日本における草原の地形的特徴についての考察
恒leω戸港raphical∞nsiderationsof gr加slandsin Japan 
今井貴浩(フィールド社会技術学分野)
かつて日本には大面積の草原が存在した。しかし近代から現代にかけて二次草原は大幅に減少した。
一方で、人工草原は畜産の発達とともに増大してきたが、近年では劣化が指摘されている。草原は人類
に生態系サービスを提供している。草原の維持・管理のためにはその地理的な鮪敷を把握することが必
要である。既往研究においては日本における草原の多くは山地傾斜地に分布しているなどの指摘がある。
しかし具体的にその面積をもとに地理的な特徴を検討した研究例は無い。ゆえに本研究では日本全国に
おける草原の分布と地形の関係を調べることを主目的とし、人工草原・二次草原・自然草原と標高・傾
斜角・傾斜方向・地形区分・表層地質・土壌・気候・都道府県ごとの人口密度との関係、を調べ、日本の
八地方区分をもとに地域的な特徴について考察した。
【方法】
解析には GIS ソフトウェアで、あるArcGIS を用いた。自然環境保全基礎調査植生調査において作成さ
れた現存植生図の GIS データを用いて日本全国を対象に、人工草原・二次草原・自然草原を抽出した
GISデータ(①)を作成した。基盤地図情報DEM:を GIS で処理して標高・傾斜角・傾斜方向の GISデ
ータ(②)を作成した。土地分類基本調査結果の GISデータを用いて地形区分・表層地質・土壌の GIS
データ(③)を作成した。関口武の気候区分を参考に気候帯を決定した。八地方区分をもとに行政区分
を分類した。各草原の GIS データ(①)と、標高・傾斜角・傾斜方向・地形区分・表層地質・土壌の
GIS データ(②、③)についてそれぞれが重なりあう部分について抽出したデータ(④)を作成した。
また、①の面積を算出し、気候区分・八地方区分ごとに集計した。これにより各草原の地理的な分布を
調べた。④について、気候区分、行政区分についてそれぞれの区分に従い集計した。これにより各草原
の分布の地理的要因について調べた。
【分析結果】
地方区分ごとに見ると草原の面積の割合は北海道において非常に大きくそれ以外の地方で、は小さかっ
た。人工草原は標高の低く傾斜角の小さな地域に多く分布していた。とくに傾斜角については市場との
距離や気候区分、地方区分に関わらず 70'"'-'900/0が傾斜角 00'"'-'80の平坦地に分布していた。国土の傾斜角
は人口密度の低い地域ほど概ね大きくなっていたことから、相対的に人口密度の低い地域ほど人工草原
は平坦地に選択的に分布するようになると言える。二次草原の山地における分布面積は比較的大きかっ
たが、山地における二次草原の割合は他の地形と大きな差は見られなかったことから、二次草原は山地
に選択的に分布しているとは言えなしも
【結論】
草原の分布には標高、傾斜角が関与していることが示唆された。人工草原と自然草原の分布には地形
が関与していることが示唆された。人工草原の分布には標高、傾斜角に加え都道府県ごとの人口密度も
関与していることが示唆された。
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